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平成１５年「通信利用動向調査」の結果 
  
総務省では、平成１５年末における世帯・世帯構成員、事業所及び企業における電気通信・

放送サービスの利用実態を把握するため、本調査を実施しました。 

このたび、調査結果の概要を取りまとめましたので、お知らせいたします。 
 
 
【今回の結果の特徴】 

○ インターネット利用者数は７,７３０万人 

  インターネット利用者数は、対前年比７８８万人増の７,７３０万人。（Ｐ１上図） 

○ 人口普及率は、６０％を突破 

対前年比６．１ポイント増の６０．６％に増加。（Ｐ１上図）  

○ 世帯のブロードバンド利用率が大幅に増加 

世帯におけるパソコンからのインターネットの接続方法として、ブロードバンド回線が

対前年比１８．２ポイント増の４７．８％と半数近くに増加、他方、ＩＳＤＮ、電話回

線（ダイヤルアップ）は減少。（Ｐ２図） 

○ デジタル・ディバイドは依然存在 

４０～５０歳代のインターネット利用率は、大幅に増加。年収・性別による格差は縮小

傾向もデジタル・ディバイドは存在。（Ｐ３図） 

○ パソコンからのインターネット利用では、３分の１以上の利用者が被害に遭遇 

パソコンからのインターネット利用者のうち、ウィルス、迷惑メール等の被害を被った

者は、前年より３．８ポイント増加し、３３．６％。被害内容は、「ウィルス発見又は

感染」が最も多く、２１．５％の利用者が被害。（Ｐ４下図） 

○ 企業の９４．１％がセキュリティ対応を行う 

企業のセキュリティへの対応状況は、対前年比９．４ポイント増の９４．１％の企業が

対応。端末にウイルスチェックプログラムを導入している企業は７２．７％。（Ｐ７図） 

 
 
 
 



 

【調査概要】 
 
 本調査は、世帯・世帯構成員、事業所及び企業を対象とし、統計報告調整法に基づく承

認統計として平成２年から毎年実施（企業調査は、平成５年に追加し、平成６年を除き毎年
実施。世帯構成員調査は、平成１３年より実施）。 

 
 
【調査詳細】 
 

 世帯調査 事業所調査 企業調査 

調査時期 平成１６年１月 

対象地域 全  国 全   国 全   国 

属性範囲・ 

調査の単位数 

20歳以上（平成15年4月 

1日現在）の世帯主の 

いる世帯及びその構成員 

常用雇用者規模5人以上の 

事業所（郵便、電気通信業を除

く。） 

常用雇用者規模 100 人以上

の企業（農業、林業、漁業及

び鉱業を除く。） 

ｻﾝﾌﾟﾙ数 6,400世帯 5,600事業所 3,000企業 

有効回答数

（率） 

    3,354世帯（11,653人） 

（52.4％） 

3,235事業所 

（57.8％） 

2,273 企業 

（75.8％） 

調査事項 情報通信の利用状況等 

対象の 

選定方法 

無作為抽出 

（都市規模を層化基準と 

した層化二段抽出） 

無作為抽出 

（業種及び常用雇用者数を 

層化基準とした系統抽出） 

無作為抽出 

（業種及び常用雇用者数を

層化基準とした系統抽出） 

調査方法 郵送による調査票の配布及び回収 

 
 

連絡先：政策統括官（情報通信担当）総合政策課情報通信経済室 
（担当：佐伯課長補佐、河西統計企画係長） 

電 話：(代 表)０３－５２５３－５１１１ (５７４４） 
(直 通)０３－５２５３－５７４４ 
(ＦＡＸ)０３－５２５３－５７２１ 

 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な調査結果主な調査結果主な調査結果主な調査結果 

平成１５年通信利用動向調査の結果平成１５年通信利用動向調査の結果平成１５年通信利用動向調査の結果平成１５年通信利用動向調査の結果 
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    ◇◇◇◇    平成１５年（２００３年）末のインターネット利用者数及び人口普及率平成１５年（２００３年）末のインターネット利用者数及び人口普及率平成１５年（２００３年）末のインターネット利用者数及び人口普及率平成１５年（２００３年）末のインターネット利用者数及び人口普及率    

インターネット利用者数は対前年比７８８万人増の７インターネット利用者数は対前年比７８８万人増の７インターネット利用者数は対前年比７８８万人増の７インターネット利用者数は対前年比７８８万人増の７,,,,７３０万人。人口普及率は６０．６％（対前７３０万人。人口普及率は６０．６％（対前７３０万人。人口普及率は６０．６％（対前７３０万人。人口普及率は６０．６％（対前

年比６年比６年比６年比６....１ポイント増）と初めて６０％を超える。１ポイント増）と初めて６０％を超える。１ポイント増）と初めて６０％を超える。１ポイント増）と初めて６０％を超える。    
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  （注）①上記のインターネット利用者数は、 

― パソコン、携帯電話・ＰＨＳ・携帯情報端末、ゲーム機・ＴＶ機器等のうち、１つ以上の機器から利用している者が対象。 

― ６歳以上が対象。 
②平成1５年末の我が国の人口普及率（６０．６％）は、本調査で推計したインターネット利用者数７，７３０万人を、平成1５年末の全人口推計

値１億２，７５２万人（国立社会保障・人口問題研究所「我が国の将来人口推計（中位推計）」）で除したもの（全人口に対するインターネット

利用者の比率）。 

③平成９～1２年末までの数値は「通信白書（現情報通信白書）」より抜粋。平成１３年末、１４年末の数値は通信利用動向調査の推計値。 

④推計においては、高齢者及び小中学生の利用増を踏まえ、対象年齢を年々拡げており、平成12 年末以前の推計結果については厳密に

比較出来ない（平成11 年末までは 15～69 歳、平成12 年末は15～79 歳、平成13 年末から 6 歳以上）。 

    

◇◇◇◇    世帯、世帯、世帯、世帯、事業所及び企業でのインターネット普及率事業所及び企業でのインターネット普及率事業所及び企業でのインターネット普及率事業所及び企業でのインターネット普及率    

世帯普及率は８８．１％（対前年比６．７ポイント増）、事業所普及率は８２．６％（対前年比世帯普及率は８８．１％（対前年比６．７ポイント増）、事業所普及率は８２．６％（対前年比世帯普及率は８８．１％（対前年比６．７ポイント増）、事業所普及率は８２．６％（対前年比世帯普及率は８８．１％（対前年比６．７ポイント増）、事業所普及率は８２．６％（対前年比    

３３３３．．．．５５５５ポイント増）と増加。企業普及率は９８．２％ポイント増）と増加。企業普及率は９８．２％ポイント増）と増加。企業普及率は９８．２％ポイント増）と増加。企業普及率は９８．２％（対前年比０．２ポイント減）（対前年比０．２ポイント減）（対前年比０．２ポイント減）（対前年比０．２ポイント減）。。。。    
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（注）「世帯普及率」とは、「自宅・その他」において、個人的な使用目的のためにパソコン、携帯電話等によりインターネットを利用している構成員がいる世帯の割合。 

（万人） （％） 

１１１１    インターネットの普インターネットの普インターネットの普インターネットの普及状況及状況及状況及状況 

（％） 
（企業）（企業）（企業）（企業）    

（事業所）（事業所）（事業所）（事業所）    

（世帯）（世帯）（世帯）（世帯）    

 

事業所事業所事業所事業所((((５５５５人以上人以上人以上人以上))))    

企業企業企業企業（（（（３００３００３００３００人以上）人以上）人以上）人以上）    

世帯世帯世帯世帯    
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◇◇◇◇    世帯（自宅）におけるパソコンからのインターネットの接続方法世帯（自宅）におけるパソコンからのインターネットの接続方法世帯（自宅）におけるパソコンからのインターネットの接続方法世帯（自宅）におけるパソコンからのインターネットの接続方法    

ブロードバンド回線が対前年比１８．２ポイント増の４７．８％に急増。他方、ブロードバンド回線が対前年比１８．２ポイント増の４７．８％に急増。他方、ブロードバンド回線が対前年比１８．２ポイント増の４７．８％に急増。他方、ブロードバンド回線が対前年比１８．２ポイント増の４７．８％に急増。他方、ISDNISDNISDNISDN（常時接（常時接（常時接（常時接

続）、続）、続）、続）、ISDNISDNISDNISDN（ダイヤルアップ）、電話回線（ダイヤルアップ）は、いずれも昨年より減少。（ダイヤルアップ）、電話回線（ダイヤルアップ）は、いずれも昨年より減少。（ダイヤルアップ）、電話回線（ダイヤルアップ）は、いずれも昨年より減少。（ダイヤルアップ）、電話回線（ダイヤルアップ）は、いずれも昨年より減少。    

    

世帯（自宅）におけるインターネット接続回線の割合の推移（複数回答）（「自宅」の「パソコン」か世帯（自宅）におけるインターネット接続回線の割合の推移（複数回答）（「自宅」の「パソコン」か世帯（自宅）におけるインターネット接続回線の割合の推移（複数回答）（「自宅」の「パソコン」か世帯（自宅）におけるインターネット接続回線の割合の推移（複数回答）（「自宅」の「パソコン」か

らのインターネット利らのインターネット利らのインターネット利らのインターネット利用世帯のうち）用世帯のうち）用世帯のうち）用世帯のうち）    

29.6

16.8

47.847.847.847.8

11.2

44.9

13.913.913.913.9

30.230.230.230.2

8.28.28.28.2

0

10

20

30

40

50

60

ブロードバンド回線ブロードバンド回線ブロードバンド回線ブロードバンド回線 ISDN（常時接続）ISDN（常時接続）ISDN（常時接続）ISDN（常時接続） ISDN（ダイヤルアップ）ISDN（ダイヤルアップ）ISDN（ダイヤルアップ）ISDN（ダイヤルアップ） 電話回線（ダイヤルアップ）電話回線（ダイヤルアップ）電話回線（ダイヤルアップ）電話回線（ダイヤルアップ）
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２２２２    世帯・個人におけるブロードバンドの普及状況世帯・個人におけるブロードバンドの普及状況世帯・個人におけるブロードバンドの普及状況世帯・個人におけるブロードバンドの普及状況 

(注) 「ブロードバンド回線」：DSL、ケーブルインターネット、無線（ＦＷＡ等）及び光ファイバー。 

    

(％) 



  3 

    

        

◇◇◇◇    属性別のインターネット利用率属性別のインターネット利用率属性別のインターネット利用率属性別のインターネット利用率    

各属性において昨年よりも利用率は増加（４０～５０歳代、年収２００万未満、女性の増加幅各属性において昨年よりも利用率は増加（４０～５０歳代、年収２００万未満、女性の増加幅各属性において昨年よりも利用率は増加（４０～５０歳代、年収２００万未満、女性の増加幅各属性において昨年よりも利用率は増加（４０～５０歳代、年収２００万未満、女性の増加幅

が大きい）。年収が大きい）。年収が大きい）。年収が大きい）。年収・性別・性別・性別・性別による格差は縮小傾向も、依然としてデジタル・デによる格差は縮小傾向も、依然としてデジタル・デによる格差は縮小傾向も、依然としてデジタル・デによる格差は縮小傾向も、依然としてデジタル・ディィィィバイドは存在。バイドは存在。バイドは存在。バイドは存在。    

世代別のインターネット利用率の推移世代別のインターネット利用率の推移世代別のインターネット利用率の推移世代別のインターネット利用率の推移        
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世帯年収別のインターネット利用率の推移世帯年収別のインターネット利用率の推移世帯年収別のインターネット利用率の推移世帯年収別のインターネット利用率の推移        
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性別の性別の性別の性別のインターネット利用率の推移インターネット利用率の推移インターネット利用率の推移インターネット利用率の推移                都市規模別のインターネット利用率の推移都市規模別のインターネット利用率の推移都市規模別のインターネット利用率の推移都市規模別のインターネット利用率の推移 
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(％) 

３３３３    個人のデジタル・ディバイドの状況個人のデジタル・ディバイドの状況個人のデジタル・ディバイドの状況個人のデジタル・ディバイドの状況 
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◇ インターネット利用者がインターネットを利用する際に感じる不安・不満は、「プライバシーのインターネット利用者がインターネットを利用する際に感じる不安・不満は、「プライバシーのインターネット利用者がインターネットを利用する際に感じる不安・不満は、「プライバシーのインターネット利用者がインターネットを利用する際に感じる不安・不満は、「プライバシーの

保護」が最も多く、５５．４％。続いて、「ウィルス感染」が４３．１％。保護」が最も多く、５５．４％。続いて、「ウィルス感染」が４３．１％。保護」が最も多く、５５．４％。続いて、「ウィルス感染」が４３．１％。保護」が最も多く、５５．４％。続いて、「ウィルス感染」が４３．１％。    

なお、「不安・不満なし」が７．８％になお、「不安・不満なし」が７．８％になお、「不安・不満なし」が７．８％になお、「不安・不満なし」が７．８％に留まっており留まっており留まっており留まっており、インターネット利用者の多くが、何らかの、インターネット利用者の多くが、何らかの、インターネット利用者の多くが、何らかの、インターネット利用者の多くが、何らかの

不安・不満を抱えながらインターネットを利用している状況。不安・不満を抱えながらインターネットを利用している状況。不安・不満を抱えながらインターネットを利用している状況。不安・不満を抱えながらインターネットを利用している状況。    

インターネットを利用する際に感じる不安・不満（複数回答インターネットを利用する際に感じる不安・不満（複数回答インターネットを利用する際に感じる不安・不満（複数回答インターネットを利用する際に感じる不安・不満（複数回答）））） 

55.455.455.455.4
43.143.143.143.1

20.020.020.020.0
17.017.017.017.0

14.214.214.214.2
11.211.211.211.2

10.510.510.510.5
10.310.310.310.3

8.38.38.38.3
6.46.46.46.4

3.63.63.63.6
2.12.12.12.1

1.51.51.51.5
7.87.87.87.8

28.428.428.428.4
22.522.522.522.5

0 10 20 30 40 50 60

プライバシーの保護

ウィルス感染

電子的決済の信頼性

違法・有害情報が氾濫

通信料金が高い

機器が高価

接続速度が遅い

認証技術の信頼性

情報検索に手間

操作が難しい

知的財産の保護

利用する必要がない

送信電子メールがいつ届くか不明

その他

必要な情報がない

不安・不満なし

（％）

 

◇ パソコンからのインターネット利用者のうち、パソコンからのインターネット利用者のうち、パソコンからのインターネット利用者のうち、パソコンからのインターネット利用者のうち、ウィルス、ウィルス、ウィルス、ウィルス、迷惑メール等の被害を被った者は、迷惑メール等の被害を被った者は、迷惑メール等の被害を被った者は、迷惑メール等の被害を被った者は、    

前年より３．前年より３．前年より３．前年より３．８８８８ポイント増加し、３３．ポイント増加し、３３．ポイント増加し、３３．ポイント増加し、３３．６６６６％。被害の内容を見ると、「ウィルス％。被害の内容を見ると、「ウィルス％。被害の内容を見ると、「ウィルス％。被害の内容を見ると、「ウィルスをををを発見発見発見発見又は又は又は又は感染」感染」感染」感染」

が最も多く、２１．５％。次いで、「迷惑メールが最も多く、２１．５％。次いで、「迷惑メールが最も多く、２１．５％。次いで、「迷惑メールが最も多く、２１．５％。次いで、「迷惑メール」で、１９．１％。」で、１９．１％。」で、１９．１％。」で、１９．１％。    

パソコンからのインターネットの利用における被害状況及び被害内容（複数回答）（過去１年間）パソコンからのインターネットの利用における被害状況及び被害内容（複数回答）（過去１年間）パソコンからのインターネットの利用における被害状況及び被害内容（複数回答）（過去１年間）パソコンからのインターネットの利用における被害状況及び被害内容（複数回答）（過去１年間） 

 

 

33.6 37.2 29.2

29.8 41.2 29.0

0 20 40 60 80 100
（％）

平成15年末

平成14年末

被害あり 特に被害なし 無回答
 

４４４４    個人のインターネット利用における不安・不満、被害状況個人のインターネット利用における不安・不満、被害状況個人のインターネット利用における不安・不満、被害状況個人のインターネット利用における不安・不満、被害状況    

21.521.521.521.5

19.119.119.119.1

0.70.70.70.7

0.20.20.20.2

37.237.237.237.2

3.03.03.03.0

1.41.41.41.4

0 10 20 30 40

ウィルスを発見又は感染     

迷惑メールを受信    

不正アクセスの被害  

個人情報の不正利用  

Ｗｅｂ上での誹謗中傷

その他（著作権侵害等）

特に被害はない      

 

(％) 
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◇◇◇◇        インターネット利用者のセキュリティ対策の状況インターネット利用者のセキュリティ対策の状況インターネット利用者のセキュリティ対策の状況インターネット利用者のセキュリティ対策の状況    

実施している対策としては、「ウィルスチェックソフトの導入」が最も多く、３２．０％。実施している対策としては、「ウィルスチェックソフトの導入」が最も多く、３２．０％。実施している対策としては、「ウィルスチェックソフトの導入」が最も多く、３２．０％。実施している対策としては、「ウィルスチェックソフトの導入」が最も多く、３２．０％。    

なお、「何も行っていない」人が依然として２６．５％を占める。なお、「何も行っていない」人が依然として２６．５％を占める。なお、「何も行っていない」人が依然として２６．５％を占める。なお、「何も行っていない」人が依然として２６．５％を占める。    

    

インターネット利用者のウィルス・不正アクセス対策の状況（複数回答）インターネット利用者のウィルス・不正アクセス対策の状況（複数回答）インターネット利用者のウィルス・不正アクセス対策の状況（複数回答）インターネット利用者のウィルス・不正アクセス対策の状況（複数回答）    

32.0

18.4 17.8

13.4

8.9

3.8 2.4

26.5

0

5

10

15

20

25

30

35

ウィルスチェックソフトの導入

ウィルスチェックソフトの導入

ウィルスチェックソフトの導入

ウィルスチェックソフトの導入

ウィルスチェックサービスの利用

ウィルスチェックサービスの利用

ウィルスチェックサービスの利用

ウィルスチェックサービスの利用

ＯＳ等のアップデイト

ＯＳ等のアップデイト

ＯＳ等のアップデイト

ＯＳ等のアップデイト

ファイル等のバックアップ

ファイル等のバックアップ

ファイル等のバックアップ

ファイル等のバックアップ

ファイアウォール使用

ファイアウォール使用

ファイアウォール使用

ファイアウォール使用

メールソフト変更

メールソフト変更

メールソフト変更

メールソフト変更
その他
その他
その他その他

何も行っていない

何も行っていない

何も行っていない

何も行っていない

 

 

 

◇     インターネット未利用者がインターネットを利用しない理由は、「必要がない」が最も多く、インターネット未利用者がインターネットを利用しない理由は、「必要がない」が最も多く、インターネット未利用者がインターネットを利用しない理由は、「必要がない」が最も多く、インターネット未利用者がインターネットを利用しない理由は、「必要がない」が最も多く、    

３６．３６．３６．３６．1111％。続いて、「パソコン等の機器操作が困難」が２１．８％、「プライバシー保護に不安」％。続いて、「パソコン等の機器操作が困難」が２１．８％、「プライバシー保護に不安」％。続いて、「パソコン等の機器操作が困難」が２１．８％、「プライバシー保護に不安」％。続いて、「パソコン等の機器操作が困難」が２１．８％、「プライバシー保護に不安」

が１３．０％。が１３．０％。が１３．０％。が１３．０％。    

インターネット未利用者インターネット未利用者インターネット未利用者インターネット未利用者がインターネットを利用しない理由（複数回答）がインターネットを利用しない理由（複数回答）がインターネットを利用しない理由（複数回答）がインターネットを利用しない理由（複数回答）    

36 .136 .136 .136 .1

21 .821 .821 .821 .8

7 .57 .57 .57 .5

6.06.06.06.0

5.85.85.85.8

5.85.85.85.8

3.73.73.73.7

2.72.72.72.7

2.22.22.22.2

1.31.31.31.3

0.80.80.80.8

0.60.60.60.6

4.14.14.14.1

6.76.76.76.7

13.013.013.013.0

9.59.59.59.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

利用する必要がない利用する必要がない利用する必要がない利用する必要がない

操作が難しい操作が難しい操作が難しい操作が難しい

プラ イ バシーの保護プラ イ バシーの保護プラ イ バシーの保護プラ イ バシーの保護

機器が高価機器が高価機器が高価機器が高価

通信料金が高い通信料金が高い通信料金が高い通信料金が高い

違法・ 有害情報が氾濫違法・ 有害情報が氾濫違法・ 有害情報が氾濫違法・ 有害情報が氾濫

電子的決済の信頼性電子的決済の信頼性電子的決済の信頼性電子的決済の信頼性

ウィルス感染ウィルス感染ウィルス感染ウィルス感染

必要な情報がない必要な情報がない必要な情報がない必要な情報がない

知的財産の保護知的財産の保護知的財産の保護知的財産の保護

情報検索に手間情報検索に手間情報検索に手間情報検索に手間

認証技術の信頼性認証技術の信頼性認証技術の信頼性認証技術の信頼性

接続速度が遅い接続速度が遅い接続速度が遅い接続速度が遅い

送信電子メールがい つ 届くか不明送信電子メールがい つ 届くか不明送信電子メールがい つ 届くか不明送信電子メールがい つ 届くか不明

その他その他その他その他

特に不満なし特に不満なし特に不満なし特に不満なし

(％) 

(％) 

５５５５    個人個人個人個人（インターネット未利用者）がインターネットを利用しない理由（インターネット未利用者）がインターネットを利用しない理由（インターネット未利用者）がインターネットを利用しない理由（インターネット未利用者）がインターネットを利用しない理由 
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◇ 企業における情報通信ネットワーク（インターネット、企業通信網等）の被害状況企業における情報通信ネットワーク（インターネット、企業通信網等）の被害状況企業における情報通信ネットワーク（インターネット、企業通信網等）の被害状況企業における情報通信ネットワーク（インターネット、企業通信網等）の被害状況        

「被害にあった」企業は、前年より３．５ポイント減少し、７２．７％。「被害にあった」企業は、前年より３．５ポイント減少し、７２．７％。「被害にあった」企業は、前年より３．５ポイント減少し、７２．７％。「被害にあった」企業は、前年より３．５ポイント減少し、７２．７％。    

被害内容では、「ウィルス被害内容では、「ウィルス被害内容では、「ウィルス被害内容では、「ウィルスをををを発見発見発見発見又は又は又は又は感染」が最も多く、７２．１％。感染」が最も多く、７２．１％。感染」が最も多く、７２．１％。感染」が最も多く、７２．１％。    

    

企業における情報通信ネットワークの被害状況及び被害内容（複数回答）（過去１年間）企業における情報通信ネットワークの被害状況及び被害内容（複数回答）（過去１年間）企業における情報通信ネットワークの被害状況及び被害内容（複数回答）（過去１年間）企業における情報通信ネットワークの被害状況及び被害内容（複数回答）（過去１年間）    

72.7 26.0 1.3

76.2 17.9 5.9

0 20 40 60 80 100
（％）

平成15年末

平成14年末

被害あり 被害なし 無回答
 

 

 

 

 

 

（注１）（注１）（注１）（注１）    企業等のコンピュータシステムに無許可で侵入し、システムに不具合を起こさせた企業等のコンピュータシステムに無許可で侵入し、システムに不具合を起こさせた企業等のコンピュータシステムに無許可で侵入し、システムに不具合を起こさせた企業等のコンピュータシステムに無許可で侵入し、システムに不具合を起こさせたり、不正に利用することなど。り、不正に利用することなど。り、不正に利用することなど。り、不正に利用することなど。    

（注２）（注２）（注２）（注２）    メール・サーバーに大量のメールを送ってシステムをダウンさせるなど、サービスを提供させないようにする攻撃。メール・サーバーに大量のメールを送ってシステムをダウンさせるなど、サービスを提供させないようにする攻撃。メール・サーバーに大量のメールを送ってシステムをダウンさせるなど、サービスを提供させないようにする攻撃。メール・サーバーに大量のメールを送ってシステムをダウンさせるなど、サービスを提供させないようにする攻撃。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６６６    企業の情報通信ネットワークの被害状況、対策等企業の情報通信ネットワークの被害状況、対策等企業の情報通信ネットワークの被害状況、対策等企業の情報通信ネットワークの被害状況、対策等 

72.172.172.172.1

4.24.24.24.2

2.72.72.72.7

1.01.01.01.0

0.20.20.20.2

1.11.11.11.1

26.026.026.026.0

2.92.92.92.9

3.03.03.03.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ウィルスを発見又は感染

スパムメールの中継利用・踏み台

不正アクセス*1被害を受けた

Ｄｏｓ攻撃*2

Web上(BBS等)での誹謗中傷等

故意・過失による情報漏洩

ホームページの改ざん

その他

特に被害はない

（％）
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56.556.556.556.5

17.117.117.117.1

15.715.715.715.7

11.911.911.911.9

11.011.011.011.0

10.610.610.610.6

10.210.210.210.2

8.18.18.18.1

7.97.97.97.9

6.96.96.96.9

5.35.35.35.3

4.04.04.04.0

1.41.41.41.4

1.71.71.71.7

3.23.23.23.2

54.254.254.254.2

52.252.252.252.2

72.772.772.772.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

端末にウィルスチェックプログラム導入

サーバーにウィルスチェックプログラム導入

ＩＤ、パスワードによるアクセス制御

ファイアウォールの設置

セキュリティポリシーの策定

社員教育

代理サーバ等の利用

データやネットワークの暗号化

ウィルスウォール構築

回線監視

セキュリティ管理のアウトソーシング

認証技術の導入による利用者確認

ウィルスチェックマニュアル作成

セキュリティ監査

不正侵入検知システム（IＤＳ）の導入

その他

分からない

特に対応していない

(%)

対応している企業

94.1
84.7

75

80

85

90

95

100

平成14年 平成15年

（％）

◇ 企業のセキュリティへの対応状況企業のセキュリティへの対応状況企業のセキュリティへの対応状況企業のセキュリティへの対応状況        

何らかの対応を行っている企業は、前年比９．４ポイント増加の９４．１％。何らかの対応を行っている企業は、前年比９．４ポイント増加の９４．１％。何らかの対応を行っている企業は、前年比９．４ポイント増加の９４．１％。何らかの対応を行っている企業は、前年比９．４ポイント増加の９４．１％。    

具体的には、「端末にウィルスチェックプログラム導入」が最も多く、７２．７％。「サーバーに具体的には、「端末にウィルスチェックプログラム導入」が最も多く、７２．７％。「サーバーに具体的には、「端末にウィルスチェックプログラム導入」が最も多く、７２．７％。「サーバーに具体的には、「端末にウィルスチェックプログラム導入」が最も多く、７２．７％。「サーバーに

ウィルスチェックプログラム導入」、「ウィルスチェックプログラム導入」、「ウィルスチェックプログラム導入」、「ウィルスチェックプログラム導入」、「IDIDIDID、パスワードによるアクセス制御」、「ファイアウォール、パスワードによるアクセス制御」、「ファイアウォール、パスワードによるアクセス制御」、「ファイアウォール、パスワードによるアクセス制御」、「ファイアウォール

の設置」の対策は過半の企業で既に導入。の設置」の対策は過半の企業で既に導入。の設置」の対策は過半の企業で既に導入。の設置」の対策は過半の企業で既に導入。    

    

企業におけ企業におけ企業におけ企業における情報通信ネットワークのセキュリティに関する対応状況（複数回答）る情報通信ネットワークのセキュリティに関する対応状況（複数回答）る情報通信ネットワークのセキュリティに関する対応状況（複数回答）る情報通信ネットワークのセキュリティに関する対応状況（複数回答）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


